
  

第 31回「子どもの主張コンクール」の作品には、毎年のことながら、大人の感覚を超える純粋で鋭い眼差しで社会を見ている子ど

もたちの姿に深く感動させられます。 

 ＜あきしま・街づくり市民会議・なかがみ＞は、設立 10周年記念事業のひとつとして、小学生児童の作品を改めて紹介し、この

感動を地域の皆さんと共有したいと考えました。 毎月発行する「機関紙・まどあかり」で、15 作品（3 作目）を順次紹介して参

ります。 

優秀賞 「かけがえのないぼくの猫」 光華小学校六年  山下 航生 
皆さんは命の尊さを感じたことがありますか。命はどんな生き物にも一つしかなく、どんな物より大切なものなのです。 

「ただいま」2011 年 10月、ぼくはいつものように元気良く家に帰って来ました。しかし、家の中はいつもと違い暗い雰囲気でし

た。ぼくが母に明るく話しかけようとした時、ぼくの目に飛び込んで来たものは、飼っているネコのボタンのゲリのようなフンで

した。その日の朝、学校に行く時はいつもと変わりなく、ぼくの足もとにすり寄って来ていたはずなのに、それがたった数時間で

力なくぐったりと床に横たわっていることが、ぼくには信じられませんでした。 

ボタンは近所のノラネコの子で、かぜをひいて弱って動けなくなっているところを母が拾い、それから飼い始めたそうです。こ

の日の夜にボタン雪が降り、名前をボタンに決めた事、その日ボタンを拾わなかったら、この雪と寒さで死んでしまっていたかも

しれなかった事を両親から聞いていました。ぼくが生まれた頃には、すっかり大人のネコになっていましたが、外に出て犬に吠え

られおびえていたボタンを抱いて帰ったり、ぼくがお風呂に入ればボタンも入って来て、お風呂のフタの上に気持ちよさそうに寝

ていたり、夜は毎日一緒のふとんで寝たりと、兄弟のいなかったぼくには弟のような存在でした。ぐったりしているボタンを母が

動物病院に連れて行く事になりました。ぼくも行くつもりでいましたが、あいにく塾の日だったので仕方なくあきらめました。塾

から帰るとボタンの病名がエイズだったと分かりました。エイズとは、体内に入ると体の免疫を壊し、病気にかかりやすくなって

しまう病気で人間にもあります。 

ぼくはそれからボタンを必死で看病しました。学校に行っている間は、ボタンが今どうしているかが気になり、帰りにはいつも

走って帰っていました。でも、ボタンは食べられず歩けず、毎日病院に行っても一向に良くなりません。そして、ぼくの誕生日 10

月 15日、ボタンは息をするのも辛そうで、明らかに今までとは違う様子でした。そして家族の皆が見守る中、七時二十六分ボタン

が息をひきとりました。ぼくは泣きながら何度も「ボタン」「ボタン」と呼びかけました。ぼくにはもうボタンの名前を呼ぶことし

か出来ませんでした。一時間後ボタンはまるで悲しみのかたまった氷のように冷たく、そして固くなってしまいました。 

ぼくは今まで、飼っていた虫が死んでしまったり、道ばたでネコやミミズが死んでいるのを見て、命がはかなく消えてしまうこ

とにふれてきたつもりでした。しかし、家族同様のボタンがたった数日で死んでしまいました。この体験でぼくは、命は本当には

かなく、尊いものであると痛感しました。たとえ、今日元気に見えていても、明日のこの時間を同じように過せるかは誰にも分か

らないのです。だから皆さんもたった一つしかない、限りのある命をいつくしみながら生きていきましょう。 

                                              

平成25年を締めくくる掲題の親睦会を12月 6日(土)

に朝日町住宅自治会館で行いました。第 5 ブロック長 

櫻井一伸さん・第 6ブロック長 家田邦夫さんをはじめ、

「明るく住みよい街づくり」のために活動を行ってきた

自治会長さんや地域の皆さま 36名が参加されました。1

年間の慰労と、そしてさらなる地域の連携を深めること

ができました。 

この親睦会は、毎年、二回開催していますが、その誕

生は、「街づくり・市民会議」が設立された翌年の平成

16 年 11 月に第１回目が開催されました。 

当時の自治会長さん方から「気軽に意見交換ができる

場がほしい」と言う要望がきっかけでスタートし、今回

でちょうど節目の 20 回目を迎えることができました。 

 このように、回をかさねて続けられてきたのも、自治会関係者の皆さま、あるいは地域に住まわれている方々のご支援・ご協力

のおかげによるものであると感謝いたします。 

今後とも、第 5 ブロック、第 6 ブロックの地域を横断的に通した、このような地域の交流の場、あるいは、地域の意見交換の場

を提供していきたいと考えています。                          地域活動部会 部長／鈴木 正俊 

 

                               

                        

 

 

      

      

 

                         

       

 


